
 

令和６年度 第９回 直江津区地域協議会 
 

 次 第 
 

日時：令和7年2月12日（水）午後6時30分～   

会場：レインボーセンター 3階 第三会議室  

         

 
 

１ 開  会 

 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

 

３ 議  題 

   【自主的な審議】 

    ・自主的審議の進め方について 

  

 

 

 

４ そ の 他 

・次回地域協議会 

 令和７年  月  日（ ）午後６時３０分～ レインボーセンター 

 

 

 

５ 閉  会 



第９回直江津区地域協議会での検討事項 

 

●第７回協議会（12/10）までの確認事項 

以下の４つの項目について審議していくことに決定 

・福島城に関すること 

・五智公園に関すること 

・三八朝市に関すること 

・防災に関すること 

 

●第８回協議会（1/21）での検討状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●協議結果を踏まえた次のステップ例 

･ 優先順位及び「検討の方向性」に基づき、意見交換、現状把握、その他課題解

決方法等を協議する。 

検討の方向性について 

どのようなことに取り組んでいけばいいか 

どのような解決策を検討していくか 

着手する優先順位について 

 

協議方法について 

 

（例） 

･ 全員で一項目ずつ検討していく 

･ 項目ごとに分科会を設置し各分科会で検討

した後、全員で確認していく 

ここまで協議【済】 

※資料 No.2 とおり 

第９回（2/12）で協議 

（例） 

･ 緊急度、重要度等を考慮し優先順位をつける 

･ 複数の項目を同時並行的に進める 

資料 No.1 



今後の協議の進め方について 

 

項目 課題 検討の方向性 
優先 

順位 
協議方法 

福島城に関すること 

・福島城資料館の場所及び状況が、資料を

観覧しやすい状態になっていない。 

 

 

・資料がよりいかされる方策について、正

副会長や少人数で、福島城を愛する会と

話をし、方向性を納得していただく。 

・方向性を共有した後、協議会で展示場所

などの協議を行っていく。 

  

五智公園に関すること 

・五智公園への市及び市民の注目度が低

い。 

・五智公園を含めた五智エリア全体とし

てのあり方を考えていく。 

  

三八朝市に関すること 

・出店者数、利用者数の減少による朝市の

継続困難。 

 

・直江津プライド 2021 の三八朝市活性化

の取組の報告を逐次受けつつ、協議会と

しての対応を検討する。 

  

防災に関すること 

・活動が形骸化している自主防災組織が

ある。 

 

・市防災担当課の考えを把握し、地域協議

会として関われることを検討する。 
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令和 7年度直江津のグランドデザインを描く事業（概要） 
 

 

提案 団体の 

名 称 
直江津プライド 2021 

 

（１） 取組の目的及び期待する効果（これまでの経緯を含む） 

取り組みの目的 

本事業は、このまちに住む自らが直江津のまちの未来を描

き、まちの人々と共有し、そのビジョンの実現に向かって「直

江津のまちづくり」に取り組んでいくことを目的に令和 3 年度

に開始しました。 

今回の提案では、令和 5 年度に本事業で検討を行った 2 つの

テーマのうちの 1 つ「三八朝市の未来を考える」で出された事

業（案）を実行していくために既存出店者調査を行い、事業・1

として既存朝市出店者を紹介する「似顔絵看板づくり」と事

業・2として新規出店誘致の「三八マルシェ」を社会実験的に行

い、今後の三八朝市の活性化を図ることで「直江津のまちづく

り」に取り組んでいくものです。 

期 待す る効 果 

事業・1は既存出店者の「似顔絵看板づくり」を行い仮設テン

トに掲げていただく事によって、それを見た買い物客が店主と

の会話のきっかけづくりになる事を期待しています。 

また事業・2の「三八マルシェ」は、今までにない出店者を募

りイベント的朝市を行うことによって集客率の向上を期待して

います。 

 数値目標 
 

三八マルシェ開催時の入込数を平常時の 120％以上にする。 

これまでの経緯 

この事業は令和 3 年度上越市地域活動支援事業及び令和 5 年

度上越市地域独自の予算事業で「直江津のグランドデザインを

描く事業」として継続的に行ってきた。 
本事業は直江津区地域協議会での自主的審議を当団体が一歩

進めて、まちづくり事業として直江津区の課題解決のために市

民参加で検討し、上越市や地域協議会等へ提言してきました。 

（２） 取組の内容及び実施方法 

取り組みの内容 

◆既存調査 現状の出店者の店数やどこからおいでいただいて 

      いるか、また今後の出店予定など調査票を作成 

してヒアリング調査を行います。 

 

◆事業・1 朝市出店者「似顔絵看板づくり」事業は朝市最大の 

魅力である対面販売におけるコミュニケーション 

円滑ツールとして、出店者さんの似顔絵を写真から 

イラストにするお絵かきソフトを使って作成し各店 

舗の紹介を行い朝市の魅力向上を行う事業です。 

 

◆事業・2 「三八マルシェの実施」事業はキッチンカーによる 

飲食店舗やスイーツ系、癒し系、アート系など 

既存朝市には無い業種の出店を募集し、三八朝市 

の新たな魅力創造を図る事業です。 
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実 施 方 法 

◆現況調査 出店状況等を以前「ライオン像の建物をまちづく 

りに活かす会」で作成したイラストマップと照合 

しながら、出店者数、どこから来ているか、今後 

の出店予定などをヒアリング調査します。 

 

◆事業・1 ①朝市組合との調整を図り、出店者に個別に了承を 

得て出店者の写真を撮影及び店舗の特徴などを 

ヒアリングする。 

 ②写真からイラストにするお絵かきソフトを使って 

似顔絵看板を作成する。 

      ③厚紙に印刷しパウチにしてパラソルやテントに 

取り付けできるように加工し出店者に配付する。 

 

◆事業・2 ①朝市組合、三八朝市振興組合及び観光振興課との 

       調整打ち合わせを行う。 

      ②春と秋の 2回「三八朝市マルシェ」を実施する。 

       ・出店者募集チラシの作成 

       ・出店者募集及び出店店舗位置の調整 

       ・マルシェ開催チラシ及びポスターの作成 

             ・チラシの新聞折込み及びポスター掲示 

       ・実施状況の調査 

 ・来場者アンケートの作成及び収集 

 ・出店者アンケートの作成及び収集 

      ③朝市組合、三八朝市振興組合及び観光振興課との 

             イベント終了後の振り返り打合せと次年度に向け 

ての協議。 

（３） 取組の実施期間及び実施スケジュール 

取組の実施期間 令和 7年 5月 ～ 令和 7年 12月 

 

 

取 組 の 実 施 

ス ケジ ュー ル 

令和 7年 5月  ◆現況調査 調査票の作成 

◆事業・1 関係団体との協議 

        ◆事業・2 関係団体、関係行政部署との協議 

              出店者募集チラシの作成 

令和 7年 6月  ◆現況調査 ヒアリング調査 

◆事業・1 出店者の承諾、写真撮影 

        ◆事業・2 イベントチラシの作成 

新聞折り込み及びポスター配布 

アンケート調査の検討、作成 

令和 7年 7月  ◆事業・1 似顔絵イラスト看板の配付 

        ◆事業・2 第 1回三八朝市マルシェの開催 

令和 7年 8月  ◆事業・2 出店者募集チラシの作成 

令和 7年 9月  ◆事業・2 イベントチラシの作成 

新聞折り込み及びポスター配布 

アンケート調査の作成 

令和 7年 10月  ◆事業・2 第 2回三八朝市マルシェの開催 



 

 

令和 7年 11月  事業 1，2のまとめ検討 

令和 7年 12月  報告書作成 

次 年度 以降 の 

取 組の 見通 し 

 

三八朝市の活性化のため、市の取り組みとして月イチでの「三

八朝市マルシェ」実現のための調整をおこなっていきたいと考

えています。 

 


